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KOSMOS「日本事情 口異文化適応」クラスの実践
一日本人ビジターと協力したプロジェク トヮークを中心に一
要 旨
本稿では、大阪大学において行われてきた日韓共同理工系学部留学生対象予備教育における「日
本事情 。異文化適応」クラスの実践を報告する。日本人ビジターとの協力で行つている「プロジェ
クトワーク」の取り組みを中心に報告し、今後の課題の考察につなげた。
【キーワード】日韓共同理工系学部留学生対象予備教育、日本事情、異文化適応、
プロジェク トワーク、 日本人ビジター
1 は じめに
2000年10月から始まった大阪大学日韓共同理工系
学部留学生対象予備教育 (以下、KOSMOSプログラ
ム)1は、現在5期までを終了し10年計画の中間地′点に
来た。KOSMOSプログラムに選抜された韓国人留学
生 (以下、KOSMOS学生)は、韓国の高校を卒業後、
韓国内で半年間の予備教育を受け、その後大阪大学に
来てさらに半年間の予備教育を受ける。教育課程は大
きく日本語科日と専門教科 (数学、物理、化学、英語)
に分かれている。
本プログラムは、対象者が韓国出身留学生のみであ
ること、高校卒業直後の18才半という若い学生たち
であること、予備教育終了後は全員が理工系学部に進
学することなど、ユニークな特徴をもつている。
本稿では、筆者が1期から5期まで担当してきた日
本語科目の中の「日本事情・異文化適応」クラスにつ
いて、その概要を述べ、さらに本授業で行ってきたプ
ロジェクトワークの実践と課題を報告する。
2「日本事情 口異文化適応」クラスの概要
2-l KOSMOS学生の特徴と二一ズ
ー般的に学部入学前の留学生に共通するであろうが、
埋橋 淑子*
KOSMOS学生も外国で生活することはもちろん、家
族と離れて生活すること自体が初めてである場合がほ
とんどである。半年間の韓国での予備教育期間はある
ものの、それは自国であり、生活にさほどの大きい変
化をもたらすものではないようだ。しかし、日本に到
着した直後から、毎日の食事をはじめとする身辺の雑
事など日常生活のすべてを自分で自立してやっていか
なければならない。KOSMOS学生にとっては、この
ことの負担がかなり大きいようで、時間やお金の管理
に問題を抱える学生も見られた。このような状態は授
業への参加態度にも影響したため、本プログラムが始
まって以来、彼らの生活面での自立や適応を促すこと
がプログラム全体の成功にとつても重要であることが
関係者の間で認識されてきた。
これまで、本プログラムをより有効なものにするた
め、KOSMOSl期生対象に村岡ら(2002)の調査が行
われ、さらに1～3期生対象に中山・村岡(200のの調
査が行われた。村岡ら(2002)の1期生対象の調査では、
学部入学後のKOSMOS学生たちが、いわゆる教養科
目に難しさを感じている実態から、人文社会系のトピッ
クを積極的に取りあげることの重要性が指摘されてそ
れを「日本事情・異文化適応」クラスにも反映させて
きた。また、中山。村岡(2004)の調査では、大学入学
後のKOSMOS学生の日本語のニーズが非常に幅広く、
*大阪大学留学生センター非常勤講師
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予備教育でどのニーズを選択するかが困難であるとし  ③人間関係 。価値観・習慣
ているが、一方、多くの学生が3年生になつて「学科」  。日本の女`性と韓国の女性の違い
という帰属が明確になる前の 1、 2年生の時期に、   。人間関係 (友だちなど)
「授業」と「友人」について困難を抱えていると指摘  。両国のいろんな習慣の違いについて
し、予備教育で (教養の)「授業がわかる」ための日  ・文化 shockされたい
本語能力と「友だちを作る」ための日本語能力が必要
とされていることが示唆されている。          (5期生)
では、来日したばかりのKOSMOS学生の「日本社  ①地域情報 。生活情報
会」、「日本人」、「日本文化」への関心はどのようなも  。有名な場所
のだろう力、筆者は毎年、授業の早い段階で学生のニー  。日本の音楽 。アニメ
ズ調査をしてきた。以下は、「日本についてどのよう  。安い服屋がどこにあるか
なことを知りたいと思つていますか」というアンケー  ・バイクのイメージは?危険なイメージ?
卜に対する4期生 ('o3年度)と5期生 ('04年度)の  。スキーをするのにいい場所
回答を大まかにグループ分けしたものである。表記は  。安くていい店
そのまま記す。                    Qおいしい食べ物
|       ・大阪府の詳しい地理
(4期生)                     。おもしろいテレビ番組
①地域情報 。生活情報                 。大阪方言
。大阪の情報について―安い所、便利なところ、面白
いところ                     ②大学生 。流行 。若者
。大象＼が思う大阪の自慢               。日本人学生の中ではやつているもの
。地方別紹介 (お土産、気候など)           。日本の大学生の将来 。文化・生活
・方言                        。大学生活の中で一番つらいことは何?
。日本の食べ物について                。大学生のうちに「これは絶対したほうがいい」と思
。日本の良書のおすすめ                 うことは?
。日本の名字について
。大学の本の種類                  ③日本人・価値観 。人間関係
。日本人の世界観と歴史観
②流行 。若者文化                  ・韓国について日本人はどうおもうのか
。お誕生日の遊び方                  。日本の文化 。日本人の生活
。両国の若者文化について…週末をどう過ごカヘ ショッ   ・サムライ精神
ピングできるところ、デー トについて、現在流行し  。一般的な日本の家族の生活について
ているものについて、例えば、髪の毛を染めること、  。日本人の友だちをつくるのにしてはだめなことは何
男の人がまゆ毛を整えること、on line gameなど   か
Internetをつかつたこと              。どうすれば日本の友だちがたくさんできるか
。両国の気軽に遊べるゲームについて
。俗語について、日本における今流行している言葉、    上記では重複した回答や類似した回答は省いてある
造語などの勉強、韓国における造語など       ので、三つのグループが同じぐらいのバランスで出て
いるようにみえるが、実際は①と②のグループのもの
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が非常に多い。
地域や生活の情報が欲しいのは来日直後のことで当
然ともいえるが、毎年必ず数多く出てくるのが日本の
若者についての関心である。若者の遊びやファッショ
ン、流行など若者 (5期では大学生という表現が多く
なった)の生活全般への関心が強い。KOSMOS学生
にとつて日本人、日本社会を知ることは「日本の若者」
について知ることから
'台
まり、さらに③に出てくるよ
うな日本人の友だち関係 。人間関係についての関心ヘ
広がっているようである。数は少ないが日本人が韓国
人をどう見ているかや、日本人の歴史観といつた問題
意識も見られる。
2-2 本クラスの目標
本授業では、「学生が日本人や日本文化、日本の大
学生活に関する理解を深め、日本での生活に十分適応‐
できるようになることを目的とする。具体的には、資
料を適宜速読しながら、日本の社会と文化に関する学
習を行い、プロジェクトワーク的な活動を行う。その
際、共通教育での勉学にも資するよう、人文社会系の
語彙・表現についても学習する。さらに、日本人学部
生とともにゼミ形式でディスカッションを行 う」 (
「第5期KOSMOSプログラム授業概要」より)とい
うコースデザインのもとで実践を行つてきた。本授業
を通してKOSMOS学生たちが、「日本での生活に適
応」し、「日本の社会と文化への深い理解 。韓国の母
文化の再認識」(同上授業概要)より)を促すことが
求められているわけであるが、筆者は学生らのニーズ
調査や4期までの経験から、本授業の日標をさらに具
体的に次のように設定した。
① 彼らにとつて身近で切実な生活情報などのトピッ
クを取りあげ学習することで、日本の生活への
ソフトランディングを促すこと、
② 同世代の若者への関心などを入り口に日本人や
日本社会についてのより深い好奇心や関心を呼
び起こし、日本の社会と文化への深い理解 。韓
国の母文化の再認識につなげていくこと、
③ 学部入学後の授業への準備の一環として人文社
会系の語彙・知識の学習をする。
特に②の目標については、彼らの実生活の経験が少
ないことや実際の興味 。関心を考え、より到達しやす
い目標にした。
2-3 授業の方法 口内容
2-3-1 日本人ビジタTの参加
本授業では上記のように1期日から日本人ビジター2
(以下、ビジター学生)を確保して行うことが予定さ
れていた。「日本事情・異文化適応」クラスは、 1期
のみ週3コマ、2期めからは週2コマ (本曜3・4限)
で実施されてきたが、 5期まではすべてのコマにビジ
ター学生が参加した。授業の連続性を考え、原則とし
て2コマ連続で参加できる学生を募集してきたが、な
かなか確保がむずかしく、例年3限のみ、4限のみの
ビジター学生も含まれていた。ビジター学生はほとん
どが学部生で、B S P3とぃぅサ_クルで活動する学生
や日本語教育に関心のある学生などが中心である。人
数は例年KOSMOS学生と同数程度である。
KOSMOS学生は、さまざまなトピックやテーマに
ついてビジター学生とのやりとりやディスカッション
を通して学んでいくことになる。筆者は、「日本事情」
や「日本文化」といつたものが、学習の「対象」とし
て一般的、抽象的に存在するものではなく、具体的な
個人や集団の行動や思考や言葉を通して現れてくるも
のであると考えている。よつて、ビジターたちとの具
体的なインターアクションの中で学ぶ現実が非常に大
切なものとなる。
ビジター学生には筆者からその役割を以下のように
伝え、理解を得てから参カロしてもらっている。
<ビジター学生の役割について>
・留学生が大阪大学および地域の環境に適応し、楽し
く実りのある学生生活が送れるよう授業を通じて支
援する。
・留学生が自主的に学習しようとする意欲や主体性を
育てる。
・ビジター学生の知識や経験を生かして、学習上適切
なアドバイスを行う。
・授業において積極的にプロジェクトワークやディス
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カッションをリー ドする。
2-3-2 教師主導と学生主導
授業の方法は大きく2つに分けられる。一つは学生
のニーズ調査などを参考にしながらも教師主導で決め
たトピックやテーマについて行うものである。もう一
つは、プロジェクトワークとして学生に調べたいこと
を自由に決めさせ、ビジター学生の協力のもとレポー
トとして仕上げる学生主導のものである。 2つの時間
的配分は年度によつて異なる。また、プロジェクトワー
クに費やした時間数も毎年異ならている。教師主導の
授業では、主に本授業の目標の①と③を意識して、そ
れぞれのトピックについて資料を読んだリディスカッ
ションを行つたり、それぞれの体験を話したり、ビジ
ター学生に体験をインタビューするなどの方法を用い
ている。また、テーマによっては、さらに教室外でア
ンケート調査やインタビュー調査をしたものもある。
以下は、教師主導で授業が行われたトピックである。
各 トピックに費やした時間数はまちまちである。( )
内の数字はそのトピックを扱った期である。
詳しい自己紹介 (1,2,3,4,5)
大阪大学探検。お役立ち情報。大学祭(1,2,3,4)
クラブ・サークルインタビュー調査 (1)
日本の教育 。韓国の教育 (1,2,3)
日本の年中行事 (1)
国際化する日本 。地域と現状 (1)
日本の地理 (2,3,4,5)
日本の歴史 (2,3,4)
日本語の言葉と表現 (3)
若者の遊び (4)
日本の食 (4)
大阪弁についてインタビュー調査 (4)
流行語大賞からみる日本 (4)
日本の人間関係 (4)
日本の大学生の生活・アンケー ト調査 (5)
日本の政治制度 (5)
日本国憲法 (5)
2-3-3 ビジター学生のレポー ト発表
本授業では4期からビジター学生によるレポー ト発
表を取り入れた。これは4期のビジター学生が誰も2
コマ連続で授業に参加できず、KOSMOS学生のプロ
ジェクトワークヘの参加がむずかしかつたため、
KOSMOS学生はほぼ自力でレポートを仕上げ、発表
した。それに対するものとして、筆者はビジター学生
にも自分でプロジェクトワークに取り組むよう指示し、
レポート発表する機会を持つた。このビジター学生の
レポート発表が、非常にKOSMOS学生に好評であつ
たため、5期でも取り入れたのである。
ビジター学生のレポー ト発表は、内容的には日本の
年中行事や民話、食べ物、阪大学食の人気メニューと
いつた取つつきやすい トピックから、日韓のIT事情
の最前線、知的財産について、角轄lltJ度をめぐる問題
について、日本の農業=バイオ増殖について、などそ
れぞれの専門や興味を活かしたものまで多彩であった。
KOSMOS学生にとつては内容もおもしろいことに加
え、ビジターのレポー ト発表に、自分たちが「モデル」
とするべき日本語や行動を見ることができたのではな
いかと思われる。予備教育の段階では大学入学後に求
められる能力の予測が必ずしも完全にはできないが、
その意味でもいい刺激になったようである。
3 プロジェク トヮーク実践報告
3-1 プロジェクトヮークの目的
プロジェクトワークは、本授業の日標の②を目指し
て行われている。学生たちが興味・関心を持つている
事柄について、自分でテーマを設定し、調査の方法や
手段を決め、最終的にレポー トを作成してクラスで発
表する、というものである。そのことをビジター学生
と協力して行うことで、日本語を運用しながら具体的
な問題を発見やしたり解決したりする能力を養うこと
が目的となる。ビジター学生はKOSMOS学生の話を
聞き、情報の探し方やレポー トのつくりかたをアドバ
イスする。本稿では5期のプロジェクトヮークの実践
を幸艮告する。テーマ決めから発表まで8コマを使って
行つた。
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3-2 授業の流れ
<プロジェクトワーク前>
5期の学生は授業開始直後のニーズ調査で「日本の
大学生の生活」に強い関心をもつていることがわかつ
たため、プロジェクトヮーク前の5コマは日本の大学
生について書かれた新聞記事を読んだり、その記事と
阪大生の意識を比較するアンケート調査を教室外で実
施した。また、ビジターの中にカナダヘの留学経験者
が2名いたため、その2名から体験談も聞いた。その
ような流れがあつたためか、プロジェクトワークの中
でも学生生活についてさらに調査をする学生が出てい
る。
<テー マおよびペア決め-1コマ>
まず、KOSMOS学生が自分の関心のあるテーマを
決め、それから、そのテーマで協力するビジター学生
を決め、ペアをつくった。 5期では、ビジターは協力
者、助言者として動いてもらい、あくまでレポート作
成の主体はKOSMOS学生とした。 5期はKOSMOS
学生が8名、ビジターが7名であつたため、かけ持ち
で協力者となるビジターもいた。
ァ ー マ~覧 :
学生A
説明しなければならない。はじめは楽しく進む話し合
いが、そのままスムーズにいくペアと途中から方向が
なかなか決められず、足踏みするペアが出てくる。
レポートを作成するにあたって、アンケート調査や
インタビュー調査の方法を用いて、その結果をレポー
トにしたのが、A,B,Dである。Aは日本人学生と
韓国人学生10数名ずつにインタビューし、その結果を
まとめた。Bは、大学生の勉強以外の生活についてか
なり詳しい質問項目を設定し、15名の日本人学生にア
ンケート調査を実施した。Dは日本語でのコミュニケー
ションがまだ苦手で、ビジターとのやりとりにも苦労
している学生であったが、5国籍、19名にアンケー ト
調査を実施してきた。まとめの段階で時間が足りなく
なり、すべて手書きで結果をまとめたレポートを作成
してきた。Dは日頃の授業への参加度があまり高いと
は言えない学生であったことを考えると、最後までき
ちんと仕上げたことはかなり評価できた。
C,E,Fは調べたい項目を設定したあとは、イン
ターネットなどを使って情報を集め、レポートを作っ
た。Cは日本語能力がかなり高い学生であったが、同
じ問題意識をもうたインターネット上のサイトをかな
り読んで、その中からデータ等を抜き出してレポー ト
していた。E(男子)はシャイな性格でペアのビジター
が女子学生であったこともあり、項目設定の段階であ
まリアイデアが発展しなかつたようであった。レポー
トは主だったスポーツについて日韓の人気の違いなど
をまとめていたが、かなり短いレポートになってしまつ
ていた。Fは、韓国の文化に興味をもつて韓国語を習つ
ている学生とペアになったため、非常に楽しんでレポー
トを作った。テーマが広かったが、レポー トと視覚素
材をうまく使ってパフォーマンス度の高い仕上がりに
なった。
GとHは、抽象的な問題意識をそのままテーマにし
たため、ビジターとの話し合いの段階から足踏みをし
ていた。Gは日本語でのコミュニケーションカがやや
低く、また非常にシャイなところがあった。ビジター
にそのあたりを話し、会話をリー ドしてもらうよう指
示を与えていたが、なかなかうまく行かないようであつ
た。最終的にGが韓国人の宗教観をまとめ、ビジター
学生B
学生C
学生D
学生E
学生F
学生G
学生H
大学生の生活 一大学時代にしたかつたこと
これからしたいこと一
大学生の生活 ―授業外の生活
国際結婚について
韓国・日本の異性交際
韓国 。日本のスポーツ
韓国の音楽・ ドラマ・料理
日本人の宗教観
日本人の世界観・歴史観
くレポー ト作成 -5コマ>
テーマが決まり、協力するビジター学生との組み合
わせが決まると、具体的な問題意識の出し合いと、レ
ポー トする項目の決定、調査の方法などを話し合う。
この時期はKOSMOS学生にとつて一対一でビジター
と話し合う時間が長く、また自分の問題意識を詳しく
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が日本人の宗教観をまとめてくることになったようで、
統一したレポー ト作成ができなかつた。Hは日本語能
力も高く、また日本人や日本社会への関心もかなり高
かった。そのため壮大なテーマ設定をし、具体的な展
開について最後まで決められなかつた。まず日本人が
学ぶ歴史を自分も知りたいということで、日本の高校
で使用している歴史教科書を読み、自分でレポー トに
まとめてくるという方向になった。
週に1回会つてレポー トの作成を進めていつたわけ
だが、来週までに何かをやってくると決めて別れても、
KOSMOS学生がそれをしてこなかったりで、全体的
には進み具合は早いとは言えなかった。また途中で冬
休みが入つたため、集中力がそがれた面もあつたと思
われる。
<レポー ト発表 -2コマ>
発表は特に時間的な制限を設けず行つた。全員の前
で発表するにあたつてKOSMOS学生は緊張もしてい
たが、作つたレポー トに対しビジター学生から賞賛の
声などが出たため、堂々と発表する姿が見られた。質
疑応答も活発に行われ終了した。しかし、Gは結局発
表予定の時間に、つくつたレポー トを提出できず、簡
単な口頭発表で済ませてしまった。また、Hはポイン
トを最後まで絞りきれず、日本史の通史的な発表で時
間もかかり、冗長な発表になつてしまった。
3-3 プロジェクトヮークの評価
3-3-1 学生自身の評価から
以下はコースが終了する時期にKOSMOS学生に書
いてもらったプロジェクトワークについての評価であ
る。なお、表記はそのまま記す。
・もつと熱心にしたらよかったと思います。ビジター
との意見交換が少し足りなかつたと思います。でも
一緒に何かを調べて人の前で (しかも日本語で、ま
留学生だから当然なことなんですけど (笑))説明
したのは自分にはとてもよかつたと思います。
。会話の機会が多くてよかった。反省点はなし。
。学部に入つたらしなければならないものですから、、。
して本当によかつたです。ビジターの発表を見て直
す点もわかつたし、いろいろ情報をもらつたしよかつ
たです。
・面白かったと思います:一緒に何かを調べてまとめ
て発表したのがいい経験になりました。高校までに
はこういう時間があまりなかったので大学生活に役
立つ′と思います。
。今まではじめての経験なので、したことだけでも良
かつたです。さらに、入学前にこんな発表をやつた
り、阪大学生と話したりして、大学生活はこんなだ
ということをすこしだけでも知るようになりました。
。一応日本の学生と授業をやってきたのは、ずいぶん
役にたつたと思います。一緒にやつたプロジェクト
ワークも発表やアンケートなど、つまり直接に自分
でしらべてみんなの前で説明することなどがいちば
んよかったと思つてます。
・予備教育の時は日本人の友だちがあまりいないから
日本人と話せるきつかけがないですね、、でも一週
に一回、ビジターたちと会つていろいろな話をした
のは大きい経験でした。そしてビジターの皆さんと
友だちになった気持ちでうれしいです。授業以外に
もよく度を作つて会えばもつといいと思いま九
3-3-2 本プロジェクトの成果
KOSMOS学生のほぼ全員が、プロジェクトワーク
の経験を「役に立った」「良かつた」と評価している。
彼0教ちは、緊張を伴う一対‐でのビジターとのコミュ
ニケーションを通じて、課題を設定し、課題解決の方
法を考え、そしてそれを実践した。それまで学んでき
た日本語を生きたコミュニケーションの手段として、
また課題解決のツールとして用い、その結果、自分な
りのパフォーマンスを実現したと言える。単なる調べ
学習ではなく、自分の日本語運用能力とその設定した
課題に対する解決能力の双方をビジター学生とのやり
とりの中ですり合わせ、妥結点を見いだし、レポー ト
という形で具体的な結果を生み出せたことが、彼彼女
らに一定の満足感と自信を生みだしたと思われる。こ
の結果から、「彼ら自身の関心のあるテーマや トピッ
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クを入リロにより深く日本人や日本の社会への理解に
つなげる」という本授業の目標が一定達成できたと評
価していいのではないかと考えている。
3-4 今後の課題
一方、不十分に終わつた点もある。ビジターとのや
りとりの経過の中でゆきづまつたペアに対して有効な
手だてが打てなかつたことである。G、 Hのようにテー
マ設定が大きすぎる場合、本人の中で問題意識が明確
でない場合が多い。それは、日本語能力の問題ではな
く、課題解決のプロセスを構造化する力の不足であり、
経験の不足にも関係していると考えられる。それに対
するフォローをビジター学生に期待したが、ビジター
自身にもそこまでの解決能力がなかつた。この場合、
教師である筆者が経過をもつと注意深く観察し、場合
によつては有効な介入をすべきであったと考える。そ
のことによつて、GやHのようなある意味で深い問題
意識をもつた学生にも達成感を持たせることができた
のはなし功、
また、5期も含めこれまではプロジェクトワークの
プロセスに主に重点をおいてきた。今後は全体として
レポートの内容そのものの質を上げ、よりよいパフォー
マンスをめざすように課題設定することが必要である。
4 おわりに
以上、KOSMOS「日本事情・異文化適応」クラス
の実践をプロジェクトワークを中心に報告した。学生
たちはプロジェクトワー クをビジター学生と協力して
やりきつたことで、一定の満足感と自信をもつて、本
授業を終えているようである。しかし、そのプロセス
の中でビジター学生とすり合わせを行う時や妥結点を
見いだす時、それをどのレベルで行うかということが
今後の課題として残った。妥結点を見いだせないまま
最終のレポート作成になるようなケースヘの有効な介
入をすることはもちろんだが、今後は一見問題なく進
んでいるように見えるペアなどに対しても、よりきめ
の細かい観察を行いたい。そして、もつと掘り下げた
意見交換やより高いパフォーマンスをめざすようなディ
スカッションがKOSMOS学生とビジター学生との間
で生まれてくるよう授業をデザインしていきたい。
個性も興味・関心も一人一人異なるKOSMOS学生
とビジター学生との間で繰り広げられる異文化接触場
面は毎年同じということがない。学生たちの成長を心
に期して更に実践を深めたい。
注
1 こあ昴ま、 ``Ⅸ缶ean Students of Science Mttor at
Osaka University with the Special Scholarship"
プログラムの略で、2000年よリタ台まった日韓共同理
工系学部留学生受け入れ事業 (毎年100名ほどの学生
を韓国で選抜し、日韓両国から特別奨学金を支給して、
日本の理工系学部に留学させるプログラム)の一環と
して、大阪大学で行われている大学入学前予備教育プ
ログラムである。
2ここで言う日本人ビジターとは、日本語を母語とし
て育った日本語話者を便宜的に「日本人」と読んでい
る。日本国籍という意味ではない。
3 BrOthers and Sisters Programという学生同士の
国際交流を目的とするサークルの略称である。
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